
 

 

 

 

 

平素は本校の教育及び研究活動にご協力いただきありがとうございます。今回

の研究部ニュースは、今年度の研究の取り組みや研修活動を紹介させていただき

ます。 

 

 

 

 

 令和元年度から３年間取り組んできた「知的障害教育におけるカリキュラム・

マネジメントの運用とキャリア教育の推進」の研究を終え、今年度から３年計画

で「知的障害特別支援学校における教育課程の編成と評価の一体化」についての

研究に取り組んでいきます。本研究は、児童生徒一人ひとりに応じた指導や支援、

授業ごとの目標や評価の適正化を通して、学習指導要領に則った個別最適な学び

の実現につなげていくことをめざします。 

 今年度は、この研究計画について 12月 26日（月）の研究大会（１年次）で

発表する予定です。 

本校研究に加えて、特別支援教育の今日的課題に対応するためにユニット研究

にも取り組みます。 

ユニット研究では、本校教職員が取り組みたい研究テーマについて、本学特別

支援教育部門の先生方との共同研究として進めていきます。ユニット研究の成果

の発表は、本校研究紀要に掲載する形で行います。 

ユニット研究テーマ 共同研究者 
本校 

教職員 

知的障害特別支援学校における STEAM教育の実践的研究 石川 聡子 先生 岩﨑・森 

知的障害がある児童生徒の読み指導 野田 航 先生 

白樫・西川 

的場・池村 

知的障害特別支援教育における下肢の動きの改善に着目した 

指導実践 

大内田 裕 先生 本多・深草 

手指の巧緻性向上を目指した指導アプローチ 大内田 裕 先生 大原・花田 

知的障害特別支援学校美術科における対話型鑑賞の実践的研究 

今枝 史雄 先生 

＋他機関研究協力者 

花田 

特別支援教育におけるダンス指導モデルの構築に向けて 

～自己表現やコミュニケーションについての考察～ 

西山 健 先生 竹内 

特別支援学校における美術の授業を通しての自己選択、自己決定

の育成について 

西山 健 先生 辻 

知的障害者の自己理解深化と自己効力獲得のための実践 早野 眞美 先生 野崎 

良好な対人関係の形成に課題を持つ生徒が直面する進路選択に 

関する支援について 

今枝 史雄 先生 迫田 

知的障害特別支援学校音楽科におけるイメージの形成と表現方法

に関する一考察 

大内田 裕 先生 松田 

知的障害特別支援学校における学級規模ポジティブ行動支援の 

効果 

庭山 和貴 先生 大河・下岡 

 

 

 

 

 

2022年７月２１日（木）  

発行者：研究部（花田、小森、大河、的場、辻、本多） 

本校研究主題（学部研究） 



 

 

 

 

本校は大阪教育大学附属学校園の１校であり、平野地区に所属しています。平

野地区には、幼稚園・小学校・中学校・高等学校・特別支援学校があります。こ

の五校園で共同研究に取り組んでおり、これを「平野五校園共同研究」と呼んで

います。 

昨年度から研究主題を「一人ひとりの多様な可能性を広げる評価のあり方～主

体性が働く【探究学習】プログラムと学習評価のモデル開発をめざして～」と設

定し、３年計画で研究を進めていきます。２年目にあたる今年度は五校園各校で

子ども自身が探究のプロセスを振り返り、新しい課題を設定する際に子どもの中

に何が起こっているかについて焦点を当てて研究を進めていきます。 

五校園共同研究発表会は 11月５日（土）にオンライン形式で行う予定です。 

 

 

 

本校は特別支援教育を推進していくセンター的役割を果たすため、幼稚園、小

学校、中学校、高等学校、支援学校の教職員、大学院生、大学生を対象に７月

28日（木）・29日（金）の２日間、本学の特別支援教育部門の先生方によるエ

クステンション研修を実施する予定です。 

 

 

講義名 講師 

脳から見た発達・知的障害 

運動が脳を変えるメカニズム 
大内田 裕 先生 

地域連携について 

特別支援学校のセンター的役割より 
早野 眞美 先生 

新学習指導要領と知的障害教育 

成人期の自己決定に向けて 
今枝 史雄 先生 

特別支援教育における発音・発語指導 

発達段階及び心理を踏まえて 
湯浅 哲也 先生 

 

 

一人ひとりの多様な可能性を広げる評価のあり方（２） 
～主体性が働く【探究学習】プログラムと 
       学習評価モデル開発を目指して～ 

平野五校園共同研究の研究主題 

特別支援教育連続講座 

「エクステンション研修」 

 

 


